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総務・政策・企業常任委員会 

 

１ 開催日時   平成 28 年９月 14 日（水） 10 時 00 分～11 時 27 分 

２ 開催場所   第一委員会室 

３ 説 明 員   総務部長、企業庁長および関係職員 

４ 議事の概要 

［企業庁所管分］ 

（１）企業庁馬渕浄水場八幡安土バイパス送水管の漏水事故について 

    委員からは、今回の事案に関して、発注者である県の確認が十分でなかった部分  

   もあると思うので、今後、検査を行う技術職員の人員の確保も含めて、検査体制を 

徹底されたい、といった意見等が出された。 

 

（２）琵琶湖を水源とする馬淵浄水場の水道水の異臭対策について 

    委員からは、不安定な状況になりつつある琵琶湖の状況に鑑みて、今後、県下全

域での臭気原因物質対策も想定する必要があるのではないか、今回の事案に関して、 

琵琶湖環境部や健康医療福祉部と連携しながら、しっかりと調査を行い、臭気対策

や発生原因の究明に取り組んでいただきたい、といった意見等が出された。 

 

［総務部所管分］ 

（３）平成27年度契約状況実態調査の結果について 

    委員からは、県内事業者育成の観点から、同じランクでも過去の工事実績によっ 

てスタート時点で差がつく総合評価制度について、競争原理の観点から、そのあり 

方に議論する必要があるのではないか、工事契約のみならず、設計委託や物品納入 

なども含めて、県内企業が等しく入札に参加し、競争できるような体制づくりが必 

要と思われるので、様々な場面を捉えて、総務部からそのような主張を行っていた 

だきたい、土木交通部をはじめ、それぞれの部局が各々の基準や判断で発注を行っ 

ている現状に鑑みて、事務の効率化の観点から、契約等を一元的に管理する必要性 

があると思うので、財政面も含めた組織のあり方等について研究していただきたい、 

といった意見等が出された。 
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委員会で配付された資料 

  １ 企業庁馬渕浄水場八幡安土バイパス送水管の漏水事故について 

 ２ 琵琶湖を水源とする馬淵浄水場の水道水の異臭対策について 

 ３ 平成27年度契約状況実態調査の結果について 

 

 


